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展示資料のひみつ
リターンズ

■ 橋儀兵 缶詰工場の看板

大きさ　65cm×41cm×３cm

時代　　明治20年代

「Smoked Salmon」「G. Takahashi」「Ishikari,

Hokkaido.」と英 の標記が入っているのは、缶

詰や燻製鮭を国外へ輸出していたからでしょう

か。 橋が造る燻製鮭の評価は く、明治23年

の内国勧業博覧会をはじめ、多くの品評会、博覧

会で表彰されています。また、明治33（1900）

年のパリ万博にも出品したといわれています。◆

（工藤義 　くどうともえ）

　 橋儀兵 （たかはしぎひょうえ）の缶詰工場

は、明治10年に開業した開拓使石狩缶詰所の払下げ

を受けたものです。開拓使時代から鮭などの缶詰製

造のほか燻製鮭（スモークサーモン）の製造を行っ

ていました。

　看板は、縦41cm、横65cm、厚さ３cmの木製で、

表面には いウルシが厚く塗られています。上 に

は、様々な博覧会、品評会での受 メダルが彫りこ

まれています。メダルの中央にあるのが「梅に二」

のマークで缶詰のラベルにも用いられています。
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　「雪は天からの手紙である」。初めて人工雪の生成に

成功した中 宇吉 （1900~1962）の 葉です。しかし

これは単に降ってくる雪を 的に表現しただけではな

く、科学的な意味を持っています。雪の結晶は、樹枝状

六花（いわゆる雪印）、板状、柱状など、いろいろな形

がありますが、どれになるかは、結晶が作られる上空の

温度と湿度で決まります。つまり、降ってきた結晶の形

を見れば、地上にいながらにして上空の気象状態がわか

る、ということを っているのです。

　同じような手紙が、海からも届きます。海からの手

紙、それは漂着物。海は身 なようで、まだまだわから

ないことだらけ。知られざる海洋生物、海と気候変動、

海溝と地震、などなど…。特に深海ともなると宇宙と並

んで“人 に残されたフロンティア”などとも呼ばれる

くらい。海の観測や標本の採集をするには、調査船や潜

水艇、人工 星を駆使し、莫大な費用を必要とします。

しかし、海からやってきた、海の状態を伝えてくれる漂

着物は、浜辺を歩くだけで手に入ります。なんとタダで

す。

　ここ数年、石狩浜周辺の漂着物には異変が きていま

す。アオイガイ、ヤシの実、ギンカクラゲ・ルリガイな

ど、熱帯・温帯の暖かい海の生物が、暖流によって北へ

運ばれ、漂着物として次々と発見されているのです。ア

オイガイは2005年以降、３年連続で大量漂着しています

し、ギンカクラゲやルリガイは西日本ではよく見られま

すが、2007年には石狩で漂着が確認されました。これは

北海道で初めての記 です。これらの現象が、CO2の排

出による地球温暖化現象の一端なのか、あるいは北太平

洋で見られる10~20年間隔で繰り されている海洋変動

など自然な変化によるものなのか、今はまだわかりませ

ん。しかし海で何かが きていることは、確かに漂着物

のメッセージに記されているのです。

　海の歴史、気候の歴史を 明する方法の１つは、化石

を調べること。化石になっている生物の生息環境から当

時の環境を 推するのです（よく聞くのが、サンゴ化石

があれば当時そこは暖かく浅い海だった、という例）。

最 の石狩の暖流系漂着物が砂や泥に埋もれて化石に

なったら、それが未来の地 学者によって発見されたら

…。いつもこの連載で紹介しているような海や気候の歴

史に見られるような「事件」が、今まさに きつつある

のかもしれません。　　　　　　　　　　　　　　　◆

（志賀健司　しがけんじ）

漂着物は海からの手紙

海の歴史

☆このルリガイとギンカクラゲ、

ただいま資料 で展示中
（テーマ展「未来へつなげ 資料 のお宝展」、3/30まで）
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冬の講座・展示

テーマ展

未来へつなげ 資料 のお宝展

「古い写真が出てきました」「昔、家で／仕事場で

使っていたものだけど」「海でこんな珍しい物を拾っ

たよ」…

資料 では、こんなふうにみなさんからいろいろな資

料を寄贈していただくことがあります。

それは資料 にとって、次の世代へと過去・現在の時

代を伝え残すことができる、ありがたい“お宝”との

出会いです。

この一年は、どのようなものに出会ったのか？　

2007年の寄贈品を中心に、展示をおこなってみまし

た。

身 な自然のもの、手から手、人から人へと受け継が

れてきたもの。限られたスペースの中での展示です

が、資料 のお宝を、どうぞご覧ください。

■期間　12月22日~３月30日

■場所　砂丘の 資料 　市民交流ひろば

※資料 の入 料（大人300円）が必要です。

野外講座

石狩ビーチコーマーズ 冬の漂着物

漂着物は海からの手紙。浜辺の漂着物を観察・採集し

て、海の世界を覗いてみよう

この時期は冬の北西季節 が浜に吹きつけます。寒さ

も厳しいけれど、遠くから運ばれてきたさまざまな漂

着物を見ることができますよ。

■日時　　２月24日（日）9:00~13:00

■場所　　砂丘の 資料 ~石狩浜

　　　　　（※冬の砂浜を約３km歩きます）

■対象　　小学４年生~大人

　　　　　（小学生は保 者同伴で）

■定員　　20人（先着順）

■持ち物　 寒着、手袋、 、帽子等、ビニール袋

■費用　　無料

■申込　　2/6（水）~2/22（金）の間に 話で資料

　　　　　 （0133-62-3711）へ

２月
受付

開催
中
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今回のテーマ展「 お宝展」は、いつも受付に座って
いる倉さんにほとんど作ってもらいました。 説文も
文献やネット等できちんと べて考えてくれていま
す。専 家だとついつい使ってしまう専 用 を一般
の 葉に い換えるなど、「普通のお客さんの視点」
の、わかりやすい展示になったと思います。ぜひ見て
ください。（おかげで僕はサボらせていただき い
え、他の業務に専念させていただきました。）(K)

編 集
後 記

■最 の「いしかり博物誌」（石狩市広報に連載中）

☞第91回：「日の出正宗」のラベル（07年11月号）

☞第92回：石狩観光のはじまり（08年１月号）

開 時間　午前９時30分~午後５時00分

　休 日　毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始

　入 料　300円（中学生以下は無料）、
　　　　　団体料金240円（15名以上）

　　交通　中央バス札幌ターミナルより石狩行き乗車、
　　　　　「石狩温泉」下車、徒歩１分
　　　　　（石狩温泉「番屋の宿」向かい）

いしかり砂丘の 資料

　「石狩 」は広辞苑にのるほど有名で、今やご当地

の筆頭といっても過 ではありません。「石狩 」とい

う名前は戦後、石狩本町地区で生まれたものです。誰の

命名か分っておりませんが、それ以前、この種の は

「サケ 」あるいは「アキアジ 」と呼ばれており、戦

前からあったようです。

　今確認できる最も古い「石狩 」の記載は、昭和29年

６月の市 地図で、この地図には２ の料理店が「石狩

」を売りに宣伝しています。ですからこの前に「石狩

」という名前ができていたと考えられます。当時の石

狩川では、まだ鮭漁が 可されており、秋には勇壮な引

き網と鮭料理が観光の目玉でした。「サケ 」「アキア

ジ 」でなく「石狩 」の名を生み出したのは、鮭観光

石狩 誕生
をさらに盛んにするためだったと考えられます。その証

拠に昭和31年第１回さけまつりでは、「石狩 」の看板

を掲げた料理店が明らかに増加しています。当時できた

観光協会も、この の宣伝に力を入れています。さらに

昭和34年11月のNHKテレビ「今日の料理」に「石狩な

べ」が登場しており、これが全国に知られるきっかけと

なったのでしょう。このときの材料表には「生さけ、

腐、こんにゃく、たまねぎ、春菊、生しいたけ、こんぶ

だし、みそ、さとう、バター、粉ざんしょう」となって

います。

　地元では鮭は別として、入れるメインの野菜について

「キャベツ」派、「白菜」派があるようです。しかし本

来料理とは時代や嗜好に合わせ変化してゆくもので、ど

ちらが正統派かというのは余り意味がないと思われま

す。今回、広辞苑の新版が出ますが、石狩 に続いて

「ちゃんちゃん焼き」も載っているそうです。　　　◆

（石橋孝夫　いしばしたかお）

かつては北海道の石油 要の半分以上を担った、石狩

油田。その模型が資料 に寄贈され、展示中です。

本物と同じようにポンプを動かし、石油を汲み上げま

す。作ったのは、岩本 夫さん。操業当時の油田の

、石狩市八の沢地区に住んでいた方です。

石狩油田の模型が寄贈されました


